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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体を備え、前記本体内に入れられた土に播種または苗木を植付けた状態で育苗を行う
、樹木の苗木を栽培する育苗用の栽培容器であって、
　前記本体は、上部に開口部を有し、二つ折りに折畳まれたシート部材の縁部または二枚
のシート部材の縁部が接続されて構成され、前記シート部材の両側縁部と下縁部との境界
部分を切欠くように構成される二個の切欠部を有し、
　前記切欠部は、前記シート部材の側縁部から中央側に切込まれ、且つ、前記シート部材
の下縁部から上方に切込まれることによって形成され、
　前記本体は、前記シート部材の両側縁部の内側の面で構成される側部と、前記側部に連
接される底部と、前記底部の中央部に底孔を有する、
　育苗用の栽培容器。
【請求項２】
　前記本体は、前記側部に複数個の側孔を有し、
　前記側孔は、前記本体内に土が入れられた状態において、前記本体の中央からみて周方
向に複数個配置され、前記本体の上下方向に複数個配置される、
　請求項１に記載の育苗用の栽培容器。
【請求項３】
　前記本体は、生分解性素材で構成される、
　請求項１または請求項２に記載の育苗用の栽培容器。
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【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の前記育苗用の栽培容器を用いて樹木の苗
木を栽培する、樹木の苗木の栽培方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、育苗用の栽培容器および樹木の苗木の栽培方法の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、樹木の苗木を栽培する育苗用の栽培容器（例えば、ビニールポット）に関する技
術は種々知られている（特許文献１参照）。
　前記育苗用の栽培容器は、袋状に構成される本体を備える。前記育苗用の栽培容器は、
本体内に土が入れられ、当該土に播種または苗木を植付けた状態で、例えば、トレー等に
配置されて、育苗を行う。前記育苗用の栽培容器において栽培されて成長した苗木は、任
意の土壌に植付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３２９０１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の育苗用の栽培容器には、本体が、上部に開口部を有し、二つ折り
に折畳まれたシート部材の縁部または二枚のシート部材の縁部が接続されて、底部に行く
に従って縮径するように構成されるものがある。
　そして、このような育苗用の栽培容器では、本体内で根が螺旋状に成長する場合がある
。このように育苗用の栽培容器において本体内で根が螺旋状に成長した苗木では、これを
土壌に植付けても倒伏し易く成長不良が生じる場合があることから、当該螺旋状に成長し
た根を切断して苗の植付け作業を行う必要がある。
　また、本体は、二つ折りに折畳まれたシート部材の縁部または二枚のシート部材の縁部
が接続されて本体が構成されていることから、本体内に土を入れても本体の底部は尖った
状態のままであり、本体内に土を入れてトレー等に配置したときの本体の姿勢が安定しな
い場合がある。
【０００５】
　本発明は以上の如き状況に鑑みてなされたものであり、育苗を行うときの姿勢を安定さ
せることができ、また、根が本体内で螺旋状に成長することを防止することができる技術
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００７】
　即ち、請求項１においては、本体を備え、前記本体内に入れられた土に播種または苗木
を植付けた状態で育苗を行う、樹木の苗木を栽培する育苗用の栽培容器であって、前記本
体は、上部に開口部を有し、二つ折りに折畳まれたシート部材の縁部または二枚のシート
部材の縁部が接続されて構成され、前記シート部材の両側縁部と下縁部との境界部分を切
欠くように構成される二個の切欠部を有し、前記切欠部は、前記シート部材の側縁部から
中央側に切込まれ、且つ、前記シート部材の下縁部から上方に切込まれることによって形
成され、前記本体は、前記シート部材の両側縁部の内側の面で構成される側部と、前記側
部に連接される底部と、前記底部の中央部に底孔を有するものである。
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【０００８】
　請求項２においては、前記本体は、前記側部に複数個の側孔を有し、前記側孔は、前記
本体内に土が入れられた状態において、前記本体の中央からみて周方向に複数個配置され
、前記本体の上下方向に複数個配置されるものである。
【０００９】
　請求項３においては、前記本体は、生分解性素材で構成されるものである。
【００１０】
　請求項４においては、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の前記育苗用の栽培
容器を用いて樹木の苗木を栽培するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の効果として、以下に示すような効果を奏する。
　即ち、本発明によれば、育苗を行うときの本体の姿勢を安定させることができ、また、
根が本体内で螺旋状に成長することを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係る育苗用の栽培容器の正面図。
【図２】同じく育苗用の栽培容器の斜視図。
【図３】同じく育苗用の栽培容器の拡大斜視図。
【図４】同じく育苗用の栽培容器の本体の展開図。
【図５】同じく育苗用の栽培容器の本体の展開図。
【図６】同じく育苗用の栽培容器の正面図。
【図７】同じく育苗用の栽培容器の斜視図。
【図８】同じく育苗用の栽培容器の拡大斜視図。
【図９】同じく育苗用の栽培容器の正面図。
【図１０】同じく育苗用の栽培容器の正面図。
【図１１】育苗用の栽培容器の本体の他の実施形態における展開図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、図１から図１０に記載の育苗用の栽培容器１について説明する。
　なお、以下において、便宜上、育苗用の栽培容器１を「栽培容器１」と称して説明する
。
【００１４】
　栽培容器１は、樹木（例えば、山林用または家庭用の樹木）の苗木を栽培するものであ
る。図１から図３に示すように、栽培容器１は、袋状に構成される本体１０を備える。
　本体１０は、上部に開口部１１を有し、二枚のシート部材１２の縁部（側縁部同士およ
び下縁部同士）が溶着により接続されて袋状に構成される。シート部材１２は、シート状
の部材であり、略台形状に形成される。本体１０は、底部１４側に行くに従って縮径する
ように構成される。溶着には、シート部材１２を溶着可能なものを利用できるものであり
、高周波溶着、熱溶着、超音波溶着等を利用できる。
　栽培容器１は、開口部１１から本体１０内に土が入れられ、当該土に播種または苗木を
植付けた状態で、例えば、トレー等に配置されて、育苗を行う。
　このようにして、栽培容器１を用いて苗木を栽培する。栽培容器１において栽培された
（成長した）苗木は、任意の土壌に植付けられることとなる。
【００１５】
　栽培容器１の本体１０（シート部材１２）は、土中の微生物によって分解されて無機物
とされる生分解性素材（生分解性プラスチック）で構成される。本体１０は、例えば、ポ
リ乳酸を主たる成分とする素材で構成される。
【００１６】
　以上のように、生分解性素材で構成される本体１０を備える栽培容器１では、本体１０



(4) JP 6425202 B2 2018.11.21

10

20

30

40

50

が土中において微生物等によって分解される。このため、栽培容器１では、苗木が育った
後に植付けを行うときに、栽培容器１（本体１０）から成長した苗木を取出さずに、栽培
容器１ごと植付けを行うことができる。
　したがって、栽培容器１によれば、苗木の植付けを行うときに、栽培容器１から取出す
ことによって苗木が損傷することを防止することができる。
　特に、直根性の植物の場合には、移植による根の損傷を防ぐことができ、有用である。
【００１７】
　栽培容器１の本体１０は、二個（複数個）の切欠部１３を有する。
　切欠部１３は、本体１０の側部と底部１４との境界部（二個の境界部）を切欠くように
構成される。切欠部１３は、シート部材１２の側縁部と下縁部との境界部分を切欠くよう
に構成される。二個の切欠部１３は、本体１０の軸心を中心にして対向するように配置さ
れる。切欠部１３は、本体１０（シート部材１２）を貫通するように形成される。切欠部
１３は、最大幅が約２０ｍｍ～３０ｍｍの大きさに形成される。
【００１８】
　以上のように、本体１０がシート部材１２の側縁部と下縁部との境界部分を切欠くよう
に構成される二個の切欠部１３を有する栽培容器１では、本体１０内に土を入れたときに
、本体１０の底部１４が略平面状に形成されて、本体１０が下方に行くに従って縮径する
略円錐台状に構成されることとなる。
　このため、栽培容器１では、本体１０内に土を入れて播種または苗の植付けを行ってト
レー等に配置して、育苗を行うとき（本体１０内に土を入れて播種または苗の植付けを行
ってトレー等に配置したとき）の本体１０の姿勢を安定させることができる。
　また、栽培容器１では、本体１０の切欠部１３から下方に突出するように根を成長させ
ることができ、特に、直根性の植物には有用である。そして、栽培容器１がポリ乳酸の不
織布により構成されることで、栽培容器１の近傍において植物の根が光を受け根の成長が
抑制され、根が本体１０内で螺旋状に成長することを防止することができる。
【００１９】
　なお、図４または図５に示すように、栽培容器１の本体１０は、上部に開口部１１を有
し、一枚のシート部材１２が二つ折りに折畳まれ、二つ折りに折畳まれたシート部材１２
の縁部（側縁部同士および／または下縁部同士）が溶着により接続されて構成することも
できる。
【００２０】
　図６から図８に示すように、栽培容器１の本体１０は、底孔１５を有して構成すること
もできる。
　底孔１５は、本体１０の底部１４（下縁部）の中央部に配置される。底孔１５は、二枚
のシート部材１２の部材の下端部の境界部分を跨ぐように配置される。底孔１５は、二個
の切欠部１３の間に形成される。底孔１５は、本体１０（シート部材１２）を貫通するよ
うに形成される。底孔１５は、本体１０の下縁から上方に向かって底部１４を切欠くよう
に形成される。底孔１５は、上下方向を長手方向とする長方形状に形成される。底孔１５
の短手方向の最大幅は、約２０ｍｍ～３０ｍｍに形成される。
【００２１】
　以上のように、本体１０が底孔１５を有する栽培容器１では、底孔１５から本体１０内
の水を排出することができる。
　したがって、栽培容器１によれば、本体１０内の水捌け性を向上させることができる。
　また、栽培容器１では、本体１０の底孔１５から下方に突出するように根を成長させる
ことができ、根が本体１０内で螺旋状に成長することを防止することができる。
　なお、栽培容器１では、本体１０に入れられる土の種類によって、底孔１５の形状また
は大きさを変更（例えば、円状または楕円状に変更（図９参照））することもできる。
【００２２】
　図１０に示すように、栽培容器１の本体１０は、複数個の側部孔１６を有する。
　側部孔１６は、本体１０（シート部材１２）を貫通するように形成されて、育苗中に根
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を突出させる。側部孔１６は、長細く形成される。側部孔１６は、略長円状に形成される
。
　側部孔１６は、本体１０の側部に配置される。側部孔１６は、本体１０の左右（本体１
０の短手方向中央部に対して左右）に配置される。側部孔１６は、上下方向に並べて配置
される。側部孔１６は、本体１０の中央部側から側部側に行くに従って、上方に傾斜する
ように配置される。側部孔１６は、左右の側部孔１６は、逆末広がりになるように配置さ
れる。
【００２３】
　以上のように、複数個の側部孔１６が上下方向に並べて配置される、栽培容器１では、
育苗時には、根の側部孔１６から突出した部分を枯死させるとともに、側部孔１６が上下
方向に並べて配置されることから、上方から順に側部孔１６から突出しようと根が成長し
ていくこととなり、直根させることができる。また、土壌に植付け後には、側部孔１６近
傍の根（側部孔１６から突出する直前の位置にある根）が直ぐに側部孔１６から突出する
こととなり、土壌に植付けた直後の苗の安定した成長を確保することができる。
【００２４】
　図１１に示すように、栽培容器１は、保護紙２０を備えて構成することもできる。
　保護紙２０は、生分解性素材で構成される本体１０を外側から保護する。保護紙２０は
、薄紙素材で構成される。保護紙２０は、本体１０内に入射する光を弱めて、本体１０内
の根が光による影響を弱めるように構成される。保護紙２０は、本体１０の開口部１１を
除いて、本体１０の外側に配置され、本体１０（本体１０の側部および底部１４）を囲む
ように配置される。
　栽培容器１は、保護紙２０を備えることによって、本体１０と保護紙２０とで二重構造
として構成される。
【００２５】
　以上のように、薄紙素材で構成され、本体１０を外側から保護する保護紙２０を備える
栽培容器１では、生分解性素材で本体１０が構成されることから育苗中に本体１０が分解
されてもろくなっている場合でも、苗木の植付けを行うときに本体１０が崩れて本体１０
内の苗木が損傷することを防止することができる。
　また、栽培容器１では、保護紙２０が薄紙素材で構成されることから、保護紙２０が土
中において微生物等によって分解される。このため、栽培容器１では、苗木が育った後に
植付けを行うときに、栽培容器１（本体１０および保護紙２０）から苗木を取出さずに、
栽培容器１ごと植付けを行うことができる。
　また、栽培容器１では、保護紙２０が本体１０を囲むように配置されることから、本体
１０内の保湿性を向上させることができる。
【符号の説明】
【００２６】
　１　　育苗用の栽培容器
　１０　本体
　１１　開口部
　１２　シート部材
　１３　切欠部
　１４　底部
　１５　底孔
　２０　保護紙
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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